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§１．研究成果の概要 

 

プロジェクト全体 

本研究課題の全体会議として日本発達神経科学学会

第 7 回学術集会（2018/11/24-25，東京）を開催し，メンバ

ーらによる講演とポスター発表（計 14 件）を行った．また，

国内外から発達障害研究や認知発達ロボティクス研究に

携わる研究者を招へいし，日本認知科学会第 35 回大会

OS「認知ミラーリングと社会的認知」（2018/8/30，大阪），

ICDL-EpiRob 2018 Workshop on “Understanding 

Developmental Disorders”（2018/9/17，東京），国際カンフ

ァレンス「コ・デザインと当事者研究」（2018/11/2-3，東京），脳と心のメカニズム第 19 回冬のワーク

ショップ（2019/1/9-11，北海道）（右上図）などの会議を約 60 件開催して，本研究課題の成果発

信と共同研究に向けた議論を行った．特に 1 月のワークショップでは，本研究課題の作業仮説で

ある予測符号化理論に基づく発達障害の発生原理について，世界的に顕著な成果を挙げている

認知神経科学者らと密な議論を交わし，今後の研究推進に重要な示唆を得た． 

予測符号化理論を基盤として，当事者視点から発達障害の理解を目指す本研究課題の取り組

みは，発達障害研究にパラダイムシフトを起こしうるものとして，NHK（2018/4/30，2018/8/2，

2018/8/20），読売新聞（2018/10/28），日経サイエンス（2018/8/1）など，多くのメディアでも取り上

げられている（計 19 件）． 
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認知ミラーリンググループ 

計算モデルグループとの密な議論を通して，予測符号

化神経回路モデルの設計・精緻化と，それを実装したロボ

ットの認知行動実験を行なった．自他識別や目標指向動

作，情動分化，描画行動の発達が予測符号化モデルで再

現できることを確認し，モデルのパラメータ変動が自閉スペ

クトラム症（ASD）の認知特性を説明しうることをシミュレーシ

ョン実験で検証した．さらに，予測符号化に基づく認知発

達の計算論的理論をまとめたレビュー論文を出版し（右図）

（Nagai, 2019），大きな反響を得ている． 

また昨年度に引き続き，当事者研究グループと協働で ASD 者の聴覚特性を評価する実験を行

ない，環境に依存した聴覚症状とその発生要因を明らかにした．そして，予測符号化仮説に基づ

いた聴覚過敏発生モデルを提案し，数値シミュレーションで仮説の妥当性を検証した．さらに本研

究課題開始時から継続して，障害者支援グループと当事者研究グループとの協働で ASD 知覚体

験ワークショップを開催し， ASD 者に対する定型発達者のスティグマ軽減効果を検証している． 

 

当事者研究グループ 

昨年度から継続して臨床研究を行うとともに，その分析結果に基づきファシリテーション講習プロ

グラムを作成し，障害者，支援者，企業などを対象に実施した．エピソード・バンクには，当事者研

究ネットワーク等と連携し，300 超のサンプルを登録した．実験では，アブミ骨筋反射の閾値が，聴

覚過敏の程度や社会的コミュニケーション障害と関連することを示した（Ohmura et al., 2019）． 

 

障害者支援グループ 

認知ミラーリンググループと当事者研究グループ

と協働で，ASD 視覚体験シミュレータを用いて，障害

児者支援員・教員・保育士，保護者，企業などを対

象とした「ASD 知覚体験ワークショップ」を合計 9 回実

施し，参加者のスティグマ低減効果及び参加者の学

習内容に関する調査を行った．また，アウトリーチ活

動として，ASD 視覚体験シミュレータの体験会・講演

会を計 7 回実施したほか，特設ページの作成及び Web 記事を計 4 件作成した（上図）． 
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計算モデルグループ 

予測符号化理論に基づいて，認知（障害）メカニズムを

理解するための仮説の提案と検証を，以下の 3 つの方法

で実施した．(1) 予測符号化理論を神経回路モデルとし

て具現化し，それを実装した神経ロボティクス実験・仮想

障害実験を通じて，仮説の妥当性を検証した（右図）（Idei 

et al., 2018）．(2) 予測符号化神経回路モデルをロボットミ

ラーリングシステムの動作原理として提供するために，人と

の相互作用実験を介して理論の妥当性・有効性を検証した（認知ミラーリンググループとの共同）．

(3) 当事者研究から抽出された仮説を，計算モデルシミュレーションとモデルフィッティング解析を

用いて，その妥当性を検証した（当事者研究グループとの共同）．  
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§２．研究実施体制 

 

（１） 認知ミラーリンググループ 

① 研究代表者：長井 志江 （情報通信研究機構脳情報通信融合研究センター 主任研究員） 

② 研究項目 

· 認知（障害）原理としての予測符号化仮説を検証する認知発達ロボティクス実験 

· 人の認知特性を学習・推定する認知ミラーリングシステムの開発 

· 構成的認知心理実験による ASD の聴覚過敏・鈍麻の発生過程の解析 

· 予測符号化理論に基づく知覚過敏・鈍麻の発生機序の計算論的モデル化 

· ASD 知覚体験ワークショップの開催をとおしたスティグマ軽減と社会貢献 

 

（２） 当事者研究及び障害者支援グループ 

① 主たる共同研究者：熊谷 晋一郎 （東京大学先端科学技術研究センター 准教授） 

② 研究項目 

当事者研究グループ 

· 臨床研究の実施と分析 

· エピソード・バンク・システム構築 

· 実験による認知原理仮説の検証 

障害者支援グループ 

· ASD 視覚体験シミュレータを用いた「ASD 知覚体験ワークショップ」の実施 

· ASD 知覚体験ワークショップの参加者を対象とした調査・分析 

· ASD 知覚体験シミュレータを用いた体験会・講演会の開催 

· 広報・啓発を目的としたプロジェクト内容に関する Web 記事の作成 

 

（３） 計算モデルグループ 

① 主たる共同研究者：山下 祐一 （国立精神・神経医療研究センター神経研究所 室長） 

② 研究項目 

· 神経ロボティクス実験・仮想障害実験による認知（障害）メカニズムの検証 

· 予測符号化理論を具現化した神経回路モデルをロボットミラーリングシステムの動作原理

として提供 

· 当事者研究・認知実験から抽出された仮説の計算理論による検証 

 


